
2003 年 9 月アルゼンチンの経済情勢 

２００３年１０月作成 

在アルゼンチン大使館 

 

１．概況 

 ＩＭＦとの新規プログラムに向けた交渉は難航し、亜がＩＭＦへの債務返済を見送る事

態となったものの、米政府の働きかけもあり、２００３年９月から３年間にわたるプログ

ラムで最終的には合意に至った。ＩＭＦとのプログラムが纏まったことを受け、亜政府は

対民間債権者に対する債務再編の提案を発表した。 

 

２．経済の主な動き 

（１）ＩＭＦとの新規プログラム合意 

 ＩＭＦとの新規プログラムに向けた交渉は難航し、約 29 億ドルの債務返済期日であった

９日までに合意に至ることはできず、亜政府は右期日での債務返済を見送った。しかし、

早期の交渉合意を望む米政府の働きかけもあって、翌１０日には交渉が纏まり、亜政府及

びＩＭＦの双方から、交渉が事実上の合意に達した旨が発表された。 

合意されたプログラムは２００３年９月から３年間にわたるもので、右期間中に返済期

限を迎えるＩＭＦに対する債務元本約 125 億ドルがリファイナンスされる。また、同じく、

世銀及びＩＤＢに対する債務約 56 億ドル、パリクラブ等に対する債務約 35 億ドルもそれ

ぞれリファイナンスされることになる。一方、アルゼンチンはプログラム期間中の利子約

21 億ドルを支払う。プログラムにおいては、プライマリー財政黒字の水準について２００

５年及び２００６年は具体的な数値に言及がない他、銀行への損失補填は非対称的なペソ

化による損失のみで、公共料金の値上げについても何ら具体的な言及がないなど、亜政府

の主張が大筋で取り入れられたものとなっている。 

１１日、亜は約 29 億ドルの債務をＩＭＦに返済し支払遅延を解消、２０日のＩＭＦ理事

会においてプログラムは正式に承認された。 

（２）対民間債務の再編交渉 

 ２２日、ラバーニャ経済相及びニールセン金融長官は、ドバイにおいて対民間債権者に

対する債務再編の提案を発表した。提案においては、既存の債券を３種類の新しい債券

（Discount 債券〔額面を割り引いた債券〕、Par 債券〔額面通り若しくは少ない割り引き率

にとどめる代わりに、クーポン数を少なく且つ返済期間を長くする債券〕、Capitalization

債券）に交換し、債務額面を７５％カットするものとされている。右提案に対し、亜国外

の債権者からは、到底受け入れられるものではないとして、拒否する姿勢が示されている。

なお、１０月２０日からニューヨーク、チューリッヒ、ミラノ、東京などの主要市場にお

いて最初の債権者説明会が実施される旨も発表された。 

（３）２００４年度予算案の議会提出 



 １７日、政府は２００４年度予算案を議会に提出し、ラバーニャ経済相が下院の予算委

員会において説明を行った。予算案では、ＧＤＰ成長率４％、為替１ドル＝２．８９ペソ、

インフレ率９～１１％と設定されている。歳出総額は、対前年比で約 74 億ペソ（＋9.8％）

の増加となっており、社会保障費や公共事業費などが増額されている。 

 

３．経済指標の動向 

（１）金融 

 金利の低下が続き、ペソ翌日物のコールレートは１％台にまで下がってきた。対民間債

務の再編に関する提案の発表で、再編対象となる債券価格は大幅に下落する一方、Ｂｏｄ

ｅｎ債など再編対象とならない債券の価格がやや上昇した。為替は１ドル＝２．９５ペソ

前後で安定的に推移している。 

（２）税収 

 ９月の税収は対前年同月比で40.8％増の6,116百万ペソとなった。所得税や付加価値税、

輸出課徴金の増収によるところが大きい。 

（３）産業動向 

（イ）小売（８月） 

 スーパーマーケット売上高は対前年同月比 6.6％の増加、ショッピングセンター売上高

は同 39.8％の増加となった。スーパーマーケットの販売数量対前年同月比が２ヵ月続けて

増加しており、消費の拡大傾向が窺える。 

（ロ）建設活動指数（８月） 

 建設活動指数は、対前月比で 1.6％の減少、対前年同月比では 35.7％の増加となった。 

（ハ）工業生産指数（８月） 

 工業生産指数（ＥＭＩ）は、対前月比では 1.8％の増加、対前年同月比で 17.5％の増加

となった。 

（４）物価 

 消費者物価指数は対前月比で変わらず、卸売物価指数は対前月比で 0.1％の減少となっ

た。一方、輸入卸売物価指数は２ヶ月続けて上昇し、対前月比で 0.5％の増加となった。 

（５）雇用（８月） 

 労働省の発表によるブエノスアイレス圏、コルドバ圏、ロサリオ圏の雇用状況をみると、

全体的に雇用水準は回復傾向にある。 

（６）貿易収支（８月） 

 ８月の貿易収支は、11.9 億ドルの黒字となった。輸出は対前年同月比 6％の増加で、こ

れまで続いてきた輸出の伸びがやや鈍化した。一方、輸入は同 48％の増加となった。 

 




















